
 

 

         

フ

ル

ス

イ

ン

グ 

     



 

 

【

登

場

人

物

表

】

 
葉

木

勇

気

 

（

１

７

）
（

２

７

）

 

配

達

員

 

照

井

鏡

子
 

（

５

６

）

 

ガ

ソ

リ

ン

ス

タ

ン

ド

店

員

 

配

達

員

１

（

２

２

）

 
 

配

達

員

２

（

３

０

）
 

 

野

球

部

監

督

の

声
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〇

甲

子

園

球

場

・

マ

ウ

ン

ド

 

 
 

 

大

歓

声

の

中

、

葉

木

勇

気

（

１

７

）

が

ピ

ッ

チ

ャ

ー

マ

ウ

ン

ド

に

立

っ

て

い

る

。

脂

汗

が

だ

ら

だ

ら

と

止

ま

ら

な

い

。

 

 

〇

同

・

ス

タ

ン

ド

 

 
 

 

高

校

生

た

ち

が

大

声

で

応

援

し

て

い

る

。

電

光

掲

示

板

に

は

、

９

回

裏

、

ツ

ー

ア

ウ

ト

ス

リ

ー

ボ

ー

ル

の

表

示

。『

一

球

入

魂

』

と

書

か

れ

た

横

断

幕

が

な

び

い

て

い

る

。

 

 

〇

同

・

マ

ウ

ン

ド

 

 
 

 

フ

ラ

フ

ラ

で

目

も

虚

ろ

な

葉

木

。

野

球

帽

を

外

す

と

、

つ

ば

の

裏

に

は

『

一

球

入

魂

』

と

マ

ジ

ッ

ク

で

書

か

れ

て

い

る

。

 

野

球

部

監

督

の

声

「

一

球

入

魂

だ

！

葉

木

！

」

 

 
 

 

野

球

帽

を

被

り

直

し

、

思

い

っ

き

り

投

げ

る

葉

木

。

カ

キ

ン

、

と

音

が

し

て

青

空

に

ボ

ー

ル

が

吸

い

込

ま

れ

て

い

く

。

バ

タ

リ

、

と

マ

ウ

ン

ド

に

倒

れ

る

葉

木

。
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野

球

部

監

督

の

声

「

お

い

！

大

丈

夫

か

…

！

」

 

 
 

 

ス

タ

ン

ド

か

ら

は

ど

よ

め

き

と

笑

い

声

。

 

 

〇

パ

ン

ダ

急

便

・

営

業

所

・

外

観

 

テ

ロ

ッ

プ

「

１

０

年

後

」

 

「

パ

ン

ダ

急

便

」

と

看

板

が

出

て

い

る

。

段

ボ

ー

ル

を

バ

ン

に

積

む

葉

木

（

２

７

）

と

複

数

人

の

配

達

員

た

ち

。
 

 

〇

配

達

バ

ン

・

車

内

 

 
 

 

葉

木

が

運

転

し

て

い

る

。

荷

台

に

は

大

量

に

荷

物

が

積

ま

れ

て

い

る

。

信

号

で

止

ま

り

、

メ

ー

タ

ー

を

見

る

と

ガ

ソ

リ

ン

メ

ー

タ

ー

が

赤

く

点

滅

し

て

い

る

。

葉

木

、

腕

時

計

を

見

て

、

信

号

を

曲

が

る

。

 

 

〇

ガ

ソ

リ

ン

ス

タ

ン

ド

『

エ

ネ

ル

ス

』
・

外

観

 

 
 

 

数

人

の

店

員

が

働

い

て

い

る

。

 

 

〇

同

・

敷

地

内

 



3 

 

 
 

 

葉

木

の

配

達

バ

ン

が

ガ

ソ

リ

ン

ス

タ

ン

ド

内

に

入

ろ

う

と

す

る

。

グ

レ

ー

の

ロ

ン

グ

ヘ

ア

の

照

井

鏡

子

（

５

６

）

が

気

づ

き

、

駆

け

足

で

バ

ン

に

近

づ

く

。

 

鏡

子

「

オ

ー

ラ

イ

、

オ

ー

ラ

イ

、

オ

ー

ラ

イ

。

は

い

、

ス

ト

ッ

プ

で

ー

す

」
 

 
 

 

鏡

子

が

運

転

席

に

近

づ

き

、

葉

木

が

窓

を

開

け

る

。

鏡

子

が

被

っ

て

い

る

制

服

の

オ

レ

ン

ジ

の

キ

ャ

ッ

プ

帽

を

脱

い

で

一

礼

す

る

。

鏡

子

の

キ

ャ

ッ

プ

帽

の

つ

ば

裏

に

何

か

書

か

れ

て

い

る

の

が

ち

ら

と

見

え

る

。

 

鏡

子

「

い

ら

っ

し

ゃ

い

ま

せ

。

レ

ギ

ュ

ラ

ー

満

タ

ン

で

？

」

 

葉

木

「

は

い

。

お

願

い

し

ま

す

」

 

鏡

子

「

承

知

し

ま

し

た

っ

。

ゴ

ミ

、

あ

り

ま

す

？

」

 

 
 

 

鏡

子

、

笑

い

な

が

ら

キ

ャ

ッ

プ

帽

を

被

り

直

す

。

 

 
 

×
 

 
×

 
 

×
 

 
 

 

鏡

子

が

運

転

席

の

窓

を

ノ

ッ

ク

し

、

葉

木

が

窓

を

開

け

る

。

 



4 

 

鏡

子

「

３

９

０

０

円

で

す

」

 

 
 

葉

木

、

自

分

の

頭

を

指

差

し

、

 

葉

木

「

そ

れ

、

な

ん

て

書

い

て

あ

る

ん

で

す

か

？

」

 

鏡

子

「

あ

、

こ

れ

で

す

か

」

 

 
 

 

鏡

子

、

キ

ャ

ッ

プ

帽

を

脱

ぎ

、

つ

ば

の

裏

を

葉

木

に

見

せ

る

。
『

自

分

次

第

』

と

書

か

れ

て

い

る

。 

鏡

子

「

ほ

ら

、

高

校

球

児

が

よ

く

書

い

て

る

で

し

 

ょ

。

真

似

」

 

 
 

 

配

達

バ

ン

の

外

側

に

『

配

達

員

：

内

 

藤

勇

気

』

の

看

板

を

見

つ

け

る

鏡

子

。
 

鏡

子

「

葉

木

…
…

葉

木

投

手

⁉

青

森

玉

田

の

？

」

 

葉

木

「

え

、

あ

、

は

い

。

そ

う

で

す

け

ど

」

 

鏡

子

「

わ

～

！

本

物

⁉

私

！

フ

ァ

ン

！

」

 

 
 

 

鏡

子

自

分

を

指

差

す

。

 

葉

木

「

フ

ァ

ン

？

」

 

鏡

子

「

私

、

高

校

野

球

フ

ァ

ン

な

の

で

す

よ

！

葉

木

投

手

っ

て

こ

と

は

、

君

今

い

く

つ

？

」

 

葉

木

「

２

７

っ

す

」

 

鏡

子

「

え

～

！

て

こ

と

は

あ

れ

か

ら

１

０

年

か

！

変

わ

ら

な

い

ね

え

～

」
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運

転

席

の

窓

の

外

か

ら

身

を

乗

り

出

し

、

葉

木

の

肩

を

バ

ン

バ

ン

叩

く

鏡

子

。

 

鏡

子

「

お

、

あ

の

と

き

の

鬼

肩

も

健

在

だ

ね

え

～

」

 

葉

木

「

健

在

じ

ゃ

な

い

で

す

よ

」

 

鏡

子

「

な

に

言

っ

て

る

…

」

 

葉

木

「

健

在

じ

ゃ

な

い

で

す

‼

」

 

 
 

 

葉

木

が

配

達

ト

ラ

ッ

ク

で

走

り

出

す

。

 

鏡

子

「

ま

た

、

お

待

ち

し

て

ま

ー

す

」

 

 

〇

パ

ン

ダ

急

便

・

営

業

所

・

中

 

 
 

 

葉

木

が

入

っ

て

く

る

。

配

達

員

２

人

が

話

を

止

め

る

。

 

配

達

員

１

「

葉

木

さ

ん

！

昔

、

甲

子

園

出

て

た

っ

て

本

当

で

す

か

？

」

 

配

達

員

２

「

お

い

！

」

 

 
 

 

葉

木

、

２

人

を

一

瞥

し

て

ロ

ッ

カ

ー

ル

ー

ム

に

行

く

。

 

配

達

員

２

「

ま

じ

や

め

ろ

っ

て

」

 

配

達

員

１

「

だ

っ

て

、

こ

れ

葉

木

さ

ん

す

よ

ね

？

」

 

 
 

 

配

達

員

１

が

ス

マ

ホ

で

動

画

を

見

せ

る

。

動
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画

内

で

は

、

う

れ

し

そ

う

に

１

塁

か

ら

２

塁

へ

走

り

回

る

選

手

。
突

然

、
動

画

が

揺

れ

る

。

ピ

ッ

チ

ャ

ー

マ

ウ

ン

ド

で

高

校

時

代

の

葉

木

が

、

ユ

ニ

フ

ォ

ー

ム

姿

で

倒

れ

て

い

る

。

 

実

況

の

声

「

葉

木

！

葉

木

が

倒

れ

ま

し

た

！

」

 

 

〇

ガ

ソ

リ

ン

ス

タ

ン

ド

『

エ

ネ

ル

ス

』
・

外

 

葉

木

が

営

業

所

か

ら

手

を

拭

き

な

が

ら

出

て

く

る

。

鏡

子

が

笑

っ

て

声

を

掛

け

る

。

 

鏡

子

「

間

に

合

い

ま

し

た

？

」

 

葉

木

「

間

に

合

っ

て

ま

す

」

 

鏡

子

「

ま

た

葉

木

投

手

に

会

え

る

な

ん

て

」

 

葉

木

「

あ

の

…
…

な

ん

で

ま

だ

覚

え

て

る

ん

で

す

か

？

１

０

年

前

で

す

よ

？

」

 

鏡

子

「

倒

れ

る

ま

で

投

げ

た

の

あ

ん

た

し

か

い

な

い

じ

ゃ

な

い

。

覚

え

て

る

よ

」

 

葉

木

「

今

は

も

う

投

げ

ら

れ

な

い

で

す

」

 

鏡

子

「

怪

我

し

た

ん

だ

っ

け

？

」

 

葉

木

「

投

げ

ら

れ

な

い

自

分

に

は

、

も

う

な

ん

の

 

価

値

も

な

い

で

す

。

怪

我

で

も

な

い

の

に

、

あ

の
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時

の

こ

と

を

思

い

出

す

と

、

手

が

震

え

る

ん

で

す

」 

 
 

 

葉

木

、

震

え

る

右

手

を

見

つ

め

て

い

る

。

 

葉

木

「

僕

は

、

俺

は

、

も

う

投

げ

ら

れ

な

い

…
…

」

 

 
 

 

鏡

子

、

キ

ャ

ッ

プ

帽

を

外

し

、

 

鏡

子

「

投

げ

て

た

人

が

打

つ

こ

と

も

あ

る

。

そ

れ

が

野

球

の

お

も

し

ろ

い

と

こ

じ

ゃ

な

い

の

？

」

 

 
 

 

葉

木

、

顔

を

上

げ

る

。

 

鏡

子

「

ほ

ら

」

 

 
 

 

鏡

子

、

キ

ャ

ッ

プ

帽

の

つ

ば

裏

を

見

せ

る

。

『

自

分

次

第

』

と

書

か

れ

て

い

る

。

 

 

〇

パ

ン

ダ

急

便

・

外

観

 

 
 

 

雨

が

降

っ

て

い

る

。

 

 

〇

同

・

営

業

所

・

ロ

ッ

カ

ー

ル

ー

ム

 

 
 

 

葉

木

と

配

達

員

１

が

掴

み

合

い

の

喧

嘩

を

し

て

い

る

。

配

達

員

２

が

２

人

を

引

き

離

す

。

 

配

達

員

２

「

お

い

！

や

め

ろ

！

」

 

配

達

員

１

「

本

当

の

こ

と

言

え

っ

て

言

わ

れ

た

か

ら

言

っ

た

だ

け

で

す

！

葉

木

さ

ん

、

配

達

し

ょ

っ

ち
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ゅ

う

間

違

え

る

し

、

遅

い

し

、

だ

か

ら

他

の

人

が

葉

木

さ

ん

の

分

ま

で

や

ん

な

き

ゃ

な

ん

な

い

し

！

」
 

葉

木

「

あ

そ

こ

の

地

域

は

す

ぐ

に

再

配

達

を

頼

ん

で

く

る

お

ば

あ

ち

ゃ

ん

が

い

る

ん

だ

」

 

配

達

員

１

「

も

う

運

送

辞

め

た

ら

い

い

で

す

よ

」

 

葉

木

「

確

か

に

迷

惑

掛

け

て

る

こ

と

は

認

め

る

。

で

も

、

ま

た

辞

め

た

く

な

い

。

投

げ

ら

れ

な

い

か

ら

っ

て

打

て

な

い

と

思

い

た

く

な

い

ん

だ

」

 

配

達

員

１
「

甘

え

た

こ

と

言

わ

な

い

で

く

だ

さ

い

よ

。

せ

め

て

、

１

０

０

個

。

や

っ

て

く

ん

な

い

と

迷

惑

な

ん

で

す

！

」

 

葉

木

「

わ

か

っ

た

」

 

 
 

 

配

達

員

１

が

、

止

ま

る

。

 

葉

木

「

１

０

０

だ

な

。

１

０

０

。

や

っ

て

や

る

」

 

 
 

 

配

達

員

２

の

腕

を

振

り

払

っ

て

、

ロ

ッ

カ

ー

ル

ー

ム

か

ら

出

て

い

く

葉

木

。

 

 

〇

住

宅

街

・

道

 

 
 

 

雨

の

中

、

葉

木

が

走

り

、

荷

物

を

玄

関

ま

で
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運

ぶ

。

 

 

〇

マ

ン

シ

ョ

ン

・

階

段

（

夕

）

 

 
 

 

葉

木

が

走

り

な

が

ら

、

荷

物

を

運

ぶ

。

 

 

〇

バ

ッ

テ

ィ

ン

グ

セ

ン

タ

―

・

中

（

夜

）

 

 
 

 

雨

の

中

、

葉

木

が

何

度

も

フ

ル

ス

イ

ン

グ

し

て

い

る

。

 

 

〇

ガ

ソ

リ

ン

ス

タ

ン

ド

『

エ

ネ

ル

ス

』
・

外

（

夜

）

 

 
 

 

鏡

子

が

働

い

て

い

る

。

 

 

〇

同

・

敷

地

内

（

夜

）

 

 
 

 

葉

木

が

走

っ

て

や

っ

て

く

る

。

 

葉

木

「

あ

の

！

」

 

 
 

 

洗

車

中

の

鏡

子

が

振

り

返

っ

て

、

 

鏡

子

「

葉

木

投

手

！

」

 

 
 

 

ぼ

ろ

ぼ

ろ

の

葉

木

が

鏡

子

に

近

づ

き

、

 

葉

木

「

打

っ

て

き

ま

し

た

」

 

鏡

子

「

う

ん

？

」
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葉

木

「

あ

れ

か

ら

ず

っ

と

、

投

げ

ら

れ

な

く

な

っ

て

か

ら

ず

っ

と

、

気

づ

い

た

ら

、

普

段

の

生

活

で

も

全

力

で

返

せ

な

く

な

っ

て

。

俺

、

野

球

選

手

で

も

な

い

し

、

会

社

員

と

し

て

も

な

に

も

で

き

な

い

っ

て

思

っ

て

た

け

ど

」

 

鏡

子

「

打

っ

た

ん

だ

」
 

葉

木

「

は

い

」

 

 
 

 

葉

木

が

振

り

返

る

と

、

荷

台

が

空

っ

ぽ

の

配

達

ト

ラ

ッ

ク

が

あ

る

。

鏡

子

、

キ

ャ

ッ

プ

帽

を

脱

ぎ

、

葉

木

に

渡

し

、

 

鏡

子

「

な

ん

か

書

い

て

よ

。

門

出

を

祝

っ

て

」

 

 
 

 

葉

木

、

キ

ャ

ッ

プ

帽

に

書

き

込

む

。

 

葉

木

「

こ

れ

で

」

 

 
 

 

葉

木

が

鏡

子

に

キ

ャ

ッ

プ

帽

を

渡

す

と

、

つ

ば

の

裏

に

『

自

分

次

第

』

の

上

に

、
『

フ

ル

ス

イ

ン

グ

』

と

書

か

れ

て

い

る

。

葉

木

が

笑

顔

で

フ

ル

ス

イ

ン

グ

の

ジ

ェ

ス

チ

ャ

ー

を

す

る

。 


